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９月定例会

第184号
令和4年11月１日

　昨年に引き続きコロナ禍におけるコロナウイ
ルス感染症対策により規模を縮小して開催でし
たが10店以上の出店があり盛況でした。

プチカウモン青空広場
主催：標津町商工会 総務企画委員会
会場：標津町商工会駐車場
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山口将悟町長の行政報告

基
幹
産
業
の
状
況

基幹産業の状況について基幹産業の状況について

て
厳
し
い
来
遊
予
測
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。

　
ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
は

８
月
23
日
に
夏
の
操
業
を

終
え
、
漁
獲
量
は
４
５
７

０
ト
ン
（
昨
年
６
６
１
７

ト
ン
）
で
あ
っ
た
。
４
月

中
旬
に
は
２
９
９
０
ト
ン

を
水
揚
げ
し
、
以
後
日
産

50
～
60
ト
ン
ペ
ー
ス
で
操

業
さ
れ
た
。

　
単
価
に
つ
い
て
は
、
春

先
ま
で
１
㎏
当
た
り
２
０

０
円
台
前
半
～
１
０
０
円

程
度
と
昨
年
と
同
じ
く
推

移
し
、
そ
の
後
夏
に
入
っ

て
単
価
は
上
昇
し
８
月
に

は
１
㎏
当
た
り
３
８
０
円

と
高
騰
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
夏
操
業
終
了
時
の

平
均
単
価
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
額
の
２
１
１
円
で
あ
る
。

　
水
揚
金
額
は
９
億
７
千

万
円
と
前
年
同
期
と
比
べ

31
％
ほ
ど
下
回
っ
て
い
る

（
昨
年
14
億
円
）。
シ
ケ
や

濃
霧
に
よ
り
出
漁
回
数
が

減
り
、
日
産
の
減
少
に
も

影
響
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。

０
１
・
５
％
、
累
計
で
４

万
７
６
０
０
ト
ン
、
対
前

年
比
６
８
６
ト
ン
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
よ
り
国
際
流
通
が

不
安
定
と
な
り
、
輸
入
飼

料
・
生
産
資
材
・
肥
料
価

格
の
高
値
上
昇
、
施
設
機

械
の
整
備
に
係
る
費
用
や

燃
油
費
な
ど
維
持
経
費
の

高
騰
に
よ
る
酪
農
経
営
コ

ス
ト
上
昇
に
伴
う
利
益
圧

迫
が
懸
念
さ
れ
、
今
後
の

酪
農
経
営
に
与
え
る
影
響

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。漁　

業

　
８
月
末
に
終
了
し
た
小

定
置
漁
の
結
果
は
53
・

６
ト
ン
で
あ
り
、
昨
年
の

60
％
ほ
ど
の
漁
獲
と
な
り
、

目
回
り
は
昨
年
よ
り
５
０

０
ｇ
ほ
ど
少
な
く
２
・
68

㎏
。
最
近
15
年
間
で
は
最

も
小
さ
い
目
回
り
と
な
っ

た
。

　
次
に
、
定
置
漁
に
つ
い

て
は
、
９
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
網
入
の
自
主
規
制

が
行
わ
れ
た
た
め
９
月
６

日
か
ら
の
網
入
と
な
り
、

途
中
シ
ケ
模
様
に
よ
り
網

入
を
延
期
し
た
漁
場
も
多

く
あ
り
、
初
水
揚
げ
の
９

月
９
日
に
間
に
合
わ
な
い

漁
場
も
あ
る
中
で
、
５
ケ

統
が
操
業
し
た
。

　
９
月
12
日
ま
で
の
水
揚

げ
量
（
小
定
置
含
む
）
は

１
４
３
・
５
ト
ン
。
昨
年

よ
り
25
％
ほ
ど
少
な
い
漁

獲
で
あ
り
、
累
計
平
均
単

価
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ

り
１
割
弱
ほ
ど
高
く
１
㎏

当
た
り
９
４
７
円
（
昨
年

８
７
０
円
）
で
あ
る
。

　
ま
だ
水
揚
げ
が
始
ま
っ

て
か
ら
５
日
目
で
あ
り
、

漁
模
様
に
つ
い
て
言
及
で

き
る
時
期
で
は
な
い
が
、

今
年
の
根
室
北
部
海
域
は

昨
年
よ
り
12
％
ほ
ど
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
極
め

酪
農
業

 

　

今
年
は
、
４
月
か
ら

６
月
の
天
候
が
日
照
・

気
温
・
降
水
量
と
も
平
年

並
に
経
過
し
、
牧
草
の
生

育
は
総
じ
て
平
年
並
み
と

な
っ
た
。

　
そ
の
収
穫
作
業
に
つ
い

て
は
、
６
月
中
旬
か
ら
７

月
中
旬
に
曇
り
や
長
雨
の

影
響
を
受
け
大
幅
に
遅
れ

た
経
営
者
も
多
く
、
自
給

粗
飼
料
の
品
質
低
下
が
憂

慮
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
天
候
が
回
復

し
て
い
る
も
の
の
、
１
番

牧
草
の
収
穫
作
業
遅
延
に

よ
り
２
番
牧
草
の
生
育
に

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　
生
乳
生
産
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
乳
需
給

緩
和
に
よ
る
生
乳
の
生
産

抑
制
に
伴
い
生
産
調
整
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
４
月

か
ら
８
月
末
ま
で
の
生
乳

生
産
量
は
、
対
前
年
比
１
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同意案件
教育委員会委員
髙
たか

橋
はし

　靖
せい

子
こ

 氏
標津町南２条西１丁目１番11号
〈任期〉
令和４月11月１日～

令和８年10月31日

（単位：千円）
一般会計の補正予算（主なもの）　内容欄の●ココは新型コロナ対策の事業

項　目 金　額 内　　　容
デジタル化推進・行政事務等
電子化事業 992 マイナンバーと連携した公金受取口座情報の照会、支給申請管理等に係るシステム改修
自治体基盤クラウドシステム
等導入事業 5,977 証明書のコンビニ交付及び被災者支援システムの導入

高齢者世帯等生活支援事業 7,317
（需用費含む）

物価高騰対策等として、町道民税非課税である高齢者
及び障がい者世帯に対し、24,000円/世帯（道基準
12,000円に町独自で12,000円を上乗せ）を給付
【予算計上額】
300世帯×24,000円=7,200千円

新型コロナウイルス感染症対
応協力助成金 50,000

コロナ禍における標津はまなす苑（特養、ショートステ
イ、デイサービス）の、利用者受入制限等の感染症対策
に係る協力金として交付� ●コ

プレミアム商品券発行事業補
助金 17,054

町商工会が実施する「プレミアム商品券発行事業」に対
する補助金
発行総額65,000千円の内、プレミアム分（30％）を町
（20％）と道（10％）がそれぞれ負担。

新型コロナウイルス感染症経
済対策事業 9,800

道の事業継続緊急支援金を受給している若しくは売上が
減少かつ原材料単価高騰の影響を受けている事業者に対
し、法人100千円、個人50千円を支給。

魅力ある商店づくり事業 450 商工会が実施する賑わいづくり事業（ハロウィンイベント）に対する助成
町内中学校トイレ手洗場自動
水栓化事業 3,971 町内中学校トイレ、手洗場の自動水栓化改修工事（２校、10ヵ所）

川北こども園施設補修等整備費 1,928 園内水道の自動水栓化改修工事（３カ所）

図書館移転事業 89,519 図書館移転に向けたあすぱる・ふるさと館の内部改修、備品購入、書籍備品等運搬委託等

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
令
和
３
年
度
の
決
算
を
、
議

長
と
町
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
８
名
で
構
成
さ
れ
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

　
期
限　
令
和
４
年
11
月
30
日

委
員
長

大
垣
　
勇
議
員

副
委
員
長

山
㟢
陸
郎
議
員

健
全
化
判
断
比
率
等

　
　
　
　
　
を
承
認

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
、
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報

告
が
あ
り
、
承
認
し
た
。

　
実
質
公
債
費
率
は
８
・
５
％

（
早
期
健
全
化
基
準
は
25
％
）

で
、
資
金
不
足
比
率
は
な
い
。

○�

道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
」
を
抜
本
的
に
見

直
し
す
べ
て
の
子
ど
も

に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保

障
す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書

　
提
出
者

山
崎
　
英
司
議
員

○�

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

　
提
出
者

南
　
　
憲
治
議
員

意
見
書
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

小　川　悠　治　議員 5ページ
●　

　　　　　　　標津町の防災対策の現状を質す！

吉　田　　　智　議員 6ページ
●　〜子どもたちの「学習の躓きの原因」を把握〜
　　　学 び の 基 礎 に 関 す る 調 査
　　　『たつじんテスト』の活用で
　　　　　　　「学ぶ喜び」と「教える悦び」を！

石　橋　昌　幸　議員 7ページ
●　重要課題である『標津高校の存続』
　　　　　　　町長と教育長の所見を伺う！

山　﨑　陸　郎　議員 8ページ
●　海岸浸食の現状と
　　　　　　　今後の方策を問う！

令和４年第３回定例会（９月14日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

★�小川議員と山﨑議員は山口町長に、吉田議員は山﨑教育長に、石橋議員は
町長と教育長の双方に対して、各々下記項目に関して質問をしました。

質問中の小川議員

質問中の吉田議員

質問中の石橋議員

質問中の山﨑議員

千 島 海 溝 ･ 日 本 海 溝 沿 い 巨 大 地 震 M9級

『標津町　最悪700人死亡!!』の被害想定

７月28日の衝撃的な被害想定の公表を受けて…

「学習の躓きの根」を解きほぐすために…

『地域連携特例校』の先行きを案じて…

国道335線の切り替え工事を視察して…
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小川　悠治 議員

※「－」は僅かな被害（５人未満）　早期避難は地域・季節・時間帯によるが〔凡そ10分〕が目安

問　
道
は
７
月
28
日
、
想

定
さ
れ
る
千
島
海
溝
・
日

本
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
に

よ
る
市
町
村
別
の
人
的
被

害
想
定
を
初
め
て
公
表
し

た
。�

表

　
被
害
想
定
は
、
千
島
・

日
本
海
溝
沿
い
巨
大
地
震

発
生
時
の
被
害
を
浸
水
想

定
に
基
づ
き
◉
夏
の
昼
間

◉
冬
の
夕
方
◉
冬
の
深
夜

の
３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
、

「
早
期
避
難
率
」
が
高
い

答　
当
町
の
防
災
対
策
に

関
し
て
、
御
指
摘
の
３
点

に
沿
っ
て
答
弁
す
る
。

　
災
害
時
対
応
の
要
で
あ

る
町
職
員
の
意
識
の
共
有

と
維
持
の
為
、
防
災
の
教

育
・
研
修
・
訓
練
を
実
施

し
研
鑽
を
積
ん
で
行
く
。

『千島海溝･日本海溝沿い巨大地震』の発生による
津波での根室管内の人的被害【死者数（人）】

標津町津波ハザードマップより

千 島 海 溝 ･ 日 本 海 溝 沿 い 巨 大 地 震 M9級

『標津町　最悪700人死亡!!』の被害想定

標津町の防災対策の現状を質す！

場
合
と
低
い
場
合
を
推
計

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

標
津
町
に
お
い
て
は
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
（
夏
の

昼
間
・
早
期
避
難
率
が
低

い
場
合
）、
人
口
の
13
・

５
％
の
「
７
０
０
人
死

亡
」
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

住
民
は
大
き
な
衝
撃
を
受

け
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
早
期
避
難
率
が
高
く
、

更
に
避
難
の
呼
び
掛
け
を

実
施
し
た
場
合
、
人
的
被

害
を
僅
か
な
被
害
（
５
人

未
満
）
に
激
減
す
る
事
が

で
き
る
と
の
想
定
で
あ
る
。

　
但
し
、
寒
冷
時
期
に
お

い
て
は
、
早
期
避
難
が
で

き
た
と
し
て
も
、「
低
体

温
症
」
の
被
害
も
予
想
さ

れ
、
標
津
町
の
死
亡
リ
ス

ク
は
３
８
０
人
と
の
想
定
。

　
巨
大
地
震
の
発
生
が
切

迫
し
て
い
る
事
も
鑑
み
、

本
町
の
防
災
対
策
の
現
状

に
関
し
て
、
３
点
を
質
す
。

●❶
住
民
に
対
す
る
早
期
避

難
の
周
知
徹
底
に
関
し
て

●❷
町
職
員
に
お
け
る
防
災

教
育
、
研
修
、
訓
練
の
実

態
に
関
し
て

●❸
低
体
温
症
等
、
寒
冷
時

期
の
対
策
に
関
し
て

●❶
従
前
よ
り
、
広
報
誌
・防
災
行
政
無

線
に
よ
り
早
期
避
難
の
周
知
徹
底
に
努

め
て
い
る
。
昨
年
度
よ
り
「
広
報
し
べ

つ
」
に
『
防
災
講
座
』
を
10
回
に
渡
り

掲
載
し
、
地
震
、
津
波
等
災
害
に
関
し

て
明
確
に
解
説
し
て
い
る
。
本
年
２
月

に
『
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を
各
戸

に
配
布
。
そ
れ
に
先
駆
け
て
Ｗ
ｅ
ｂ
版

に
津
波
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
し
た
。

　
標
津
高
校
と
連
携
し
小
中
学
生
を
対

象
に
、
地
域
循
環
型
防
災
教
育
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。
更
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
る
防
災
行
政
無
線
の
放
送
聴
取

を
研
究
・検
討
す
る
。

●❷
災
害
時
の
初
動
体
制
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
全
職
員
に
配
布
す
る
と
共
に
全
職
員

が
使
用
す
る
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
を
掲

載
し
、
有
事
に
備
え
て
い
る
。
北
大
の

津
波
の
専
門
家
、
退
職
自
衛
官
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
岩
手
県
在
住

の
方
を
講
師
に
招
い
て
の
基
礎
訓
練

や
、
講
演
会
を
聴
講
す
る
形
で
の
職
員

研
修
を
実
施
し
て
き
た
。
令
和
３
年
度

に
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
研
修

を
受
け
た
高
校
生
に
よ
る
講
演
会
を
実

施
。
今
年
度
中
に
釧
路
地
方
気
象
台
と

連
携
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修
を
、

11
月
に
は
岩
手
県
よ
り
講
師
を
招
い
て

の
防
災
講
演
会
を
計
画
し
て
い
る
。
町

民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
総
合
防
災

訓
練
や
災
害
を
想
定
し
た
机
上
訓
練
を
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

●❸
ポ
ー
タ
ブ
ル
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ア
ル

ミ
マ
ッ
ト
、
ウ
レ
タ
ン
シ
ー
ト
、
毛
布
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
、
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
を
標
津
及
び

川
北
の
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
災
害
時
に

備
え
て
い
る
。
燃
料
に
関
し
て
は
劣
化

等
の
問
題
が
あ
り
、
大
量
に
は
備
蓄
で

き
な
い
為
、
釧
根
地
方
石
油
業
共
同
組

合
と
「
燃
料
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
備
え
て
お
り
、
現
在
、
北
海
道

経
産
局
と
連
携
し
て
『
根
室
モ
デ
ル
』

と
言
う
燃
料
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
。

長
期
に
及
ぶ
避
難
の
為
に
公
共
施
設
へ

の
発
電
機
設
置
に
関
し
て
検
討
す
る
。

　
今
後
も
「
避
難
」
を
住

民
の
皆
様
に
啓
蒙
し
、
意

識
の
普
及
に
努
め
て
行
く
。

　
今
後
も
低
体
温
症
の
様

々
な
対
策
を
講
じ
て
行
く
。

こ
の
想
定
が
示
さ
れ
た
標
津
町
は
『
今
回
の
想
定
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
今
後
の
対
策
を
検
討
し
た
い
』
と
し
て
い
る
。

表

市町村名 推定人口

【夏・昼】 【冬・夕】 【冬・深夜】
早期避難
率高＋
呼び掛け

早期避
難率低

早期避難
率高＋
呼び掛け

早期避
難率低

早期避難
率高＋
呼び掛け

早期避
難率低

根室市 25,163 430 1,900 1,300 2,300 990 1,700

別海町 14,914 30 330 40 350 50 370

標津町 5,187 ※ー 700 10 640 10 460

羅臼町 4,867 ー 10 ー 10 10 10

合計 50,131 460 2,940 1,350 3,300 1,060 2,540
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Ａ
Ｉ
型
教
材

を
著あ
ら
わし
た
慶
應
大
学
教
授

今
井
む
つ
み
氏
の
グ
ル
ー

プ
は
、
小
学
生
の
学
力
の

基
盤
と
な
る
能
力
を
測
る

事
が
で
き
、
学
力
不
振
の

原
因
を
明
ら
か
に
す
る
事

が
で
き
る
テ
ス
ト
の
開
発

を
、
広
島
県
教
育
委
員
会

か
ら
委
託
さ
れ
た
。

　
こ
の
要
望
に
応
え
る
た

め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、

「
こ
と
ば
の
た
つ
じ
ん
」

と
「
か
ず
・
か
た
ち
・
か

ん
が
え
る
た
つ
じ
ん
」
の

二
つ
の
『
た
つ
じ
ん
テ
ス

ト
』
で
あ
る
。
前
者
は
主

に
、
こ
と
ば
に
関
わ
る
知

識
を
測
り
、
後
者
は
、
数

と
図
計
に
関
す
る
知
識
と

推
論
の
能
力
を
測
る
も
の

で
あ
る
。

　
テ
ス
ト
を
活
用
し
た
教

育
現
場
で
は
「
ど
ん
な
事

に
躓
い
て
い
る
の
か
が
把

握
で
き
る
」
と
の
声
。

　
『
た
つ
じ
ん
テ
ス
ト
』

を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

の
躓
き
の
根
を
解
き
ほ
ぐ

し
、
子
ど
も
た
ち
に
「
学

ぶ
喜
び
」
を
、
先
生
方
に

「
教
え
る
悦
び
」
を
享
受

し
て
頂
き
た
い
。

　
「
躓
き
の
原
因
分
析
」

に
関
す
る
所
見
を
質
す
。

吉田　　智 議員

著　者：今井むつみ・楠見　孝・杉村伸一郎
　　　　中石ゆうこ・永田良太・西川一二
　　　　渡部倫子
発行所：株式会社　岩波書店

『たつじんテスト』の活用で
「学ぶ喜び」と「教える悦び」を！

～子どもたちの「学習の躓
つまず

きの原因」を把握～
学 び の 基 礎 に 関 す る 調 査

答��

教
育
長��　
昨
年
末
、

先
進
事
例
を
視
察
し
、
エ

ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
、
有
効

性
を
確
認
し
、
本
年
８
月

よ
り
Ａ
Ｉ
型
教
材
「
Ｑ
ｕ

ｂ
ｅ
ｎ
ａ
（
キ
ュ
ビ
ナ
）」

 

参
考
資
料
２

の
、

ト
ラ
イ
ア
ル
利
用
を
実
施
。

そ
の
主
な
特
徴
と
し
て
、

①
Ａ
Ｉ
が
子
ど
も
に
合
わ

せ
て
最
適
な
問
題
を
出
題

②
小
学
校
・
中
学
校
の
主

要
５
教
科
に
対
応

③
５
教
科
の
学
習
に
必
要

な
様
々
な
操
作
に
対
応

（
ペ
ン
、
定
規
、
コ
ン
パ

ス
、
分
度
器
等
使
用
可
）

④
瞬
時
に
子
ど
も
の
理
解

度
を
把
握
し
、
個
々
に
き

め
細
や
か
な
指
導
が
可
能

…
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
当
Ａ
Ｉ
教
材
を
来
年
度

よ
り
正
式
に
導
入
し
「
学

習
の
躓
き
の
原
因
」
を
把

握
し
、
個
別
に
最
適
な
学

び
の
実
践
と
、
個
々
の
個

性
に
適
合
し
た
指
導
へ
と

繋つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

※スキーマ【schema】：認知心理学において、これまでの生活経験や学習経験の中で、培ってきた枠組みとなる知識

参
考
資
料
２

参
考
資
料
１

　
グ
ル
ー
プ
は
、
広
島
県
と
福
山
市
に

お
い
て
、
各
々
三
度
の
調
査
を
実
施
。

『
た
つ
じ
ん
テ
ス
ト
』
の
結
果
を
質
的

分
析
及
び
統
計
分
析
の
結
果
、「
知
識

が
断
片
的
」「
誤
っ
た
※
ス
キ
ー
マ
を

有
し
て
い
る
」
等
７
つ
の
「
学
習
の
躓

き
の
原
因
」
を
解
明
。

参
考
資
料
１

問
算数文章題が解けない子どもたち

―ことば・思考の力と学力不信

Ｑ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ａ
の
特
長
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問　
北
海
道
教
育
委
員
会

は
令
和
５
～
７
年
度
の
公

立
高
等
学
校
配
置
計
画
を
、

本
年
９
月
上
旬
に
策
定
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

連
携
特
例
校
に
指
定
さ
れ

て
い
る
高
校
で
あ
っ
て
も

再
編
整
備
の
対
象
と
な
り

得
る
。
地
域
連
携
特
例
校

は
、
１
学
年
１
学
級
の
小

規
模
で
近
隣
の
高
校
へ
の

通
学
が
難
し
く
、
地
元
か

ら
の
進
学
率
が
高
い
高
校

を
対
象
に
道
教
育
委
員
会

が
導
入
し
、
標
津
高
校
も

指
定
さ
れ
て
い
る
。
同
校

答   

町
　
長 

　
標
津
高

校
の
存
続
の
た
め
通
学
費

の
助
成
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
支
援
に
よ
り
他
町

か
ら
生
徒
を
呼
び
込
む
こ

と
で
、
１
学
年
２
間
口
を

維
持
し
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
令
和
２
年
度
か
ら

１
間
口
と
な
り
、
令
和
４

年
度
か
ら
地
域
連
携
特
例

校
に
指
定
さ
れ
た
。
標
津

高
校
は
町
内
唯
一
の
高
校

と
し
て
、
本
町
の
教
育
の

中
核
を
担
っ
て
お
り
、
地

域
文
化
の
向
上
や
地
域
経

済
の
進
展
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。「
人

口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
30

事
業
に
、
標
津
高
校
の
魅

力
づ
く
り
を
掲
げ
て
お
り
、

標
津
高
校
の
存
続
問
題
は

標
津
病
院
対
策
と
共
に
、

当
町
に
と
っ
て
最
重
要
課

題
と
捉と
ら
え
て
い
る
。

　
今
後
も
積
極
的
且
つ
継

続
し
て
、
支
援
を
し
て
行

く
考
え
で
あ
る
。

町
長
と
教
育
長
の
所
見
を
伺
う
！

重
要
課
題
で
あ
る『
標
津
高
校
の
存
続
』

答   

教
育
長 

※
①
公
共

交
通
機
関
に
よ
り
町
外
の

高
校
に
通
学
が
困
難
な
地

域
が
あ
る
②
地
元
中
学
校

か
ら
の
進
学
率
が
過
去
３

年
間
に
お
い
て
50
％
以
上

の
年
が
１
回
以
上
あ
る

の
地
域
連
携
特
例
校
の
指

定
要
件
を
昨
年
度
に
満
た

し
、
標
津
高
校
は
、
指
定

校
と
し
て
存
続
に
至
っ
た
。

　
但
し
連
携
校
に
指
定
さ

れ
て
も
入
学
者
が
20
名
未

満
と
な
り
、
そ
の
後
も
生

徒
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

な
い
場
合
は
再
編
整
備
が

進
め
ら
れ
る
。
平
成
７
年

に
「
標
津
高
校
教
育
振
興

会
」
を
設
立
し
１
学
年
２

学
級
の
確
保
を
目
的
に
町

外
か
ら
生
徒
の
受
け
入
れ

石橋　昌幸 議員

は
こ
の
数
年
入
学
の
生
徒

が
減
少
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
で
再
編
整
備
さ
れ
る

枠
の
中
に
入
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。「
標
津

町
で
子
供
が
成
育
す
る
ま

で
故ふ
る

郷さ
と

を
感
じ
て
学
ぶ
」。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
ど
も

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
と
一
貫
し
て
町
で
教

育
を
受
け
ら
れ
る
場
が
必

要
で
あ
る
。
又
、
現
在
標

津
高
校
の
教
職
員
は
17
名

で
あ
り
、
家
族
を
含
め
た

当
町
に
も
た
ら
す
経
済
的

影
響
も
大
き
い
。
標
津
高

校
存
続
の
た
め
、
学
校
関

係
、
行
政
、
企
業
関
係
、

地
域
住
民
組
織
な
ど
全
町

的
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
長
・
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

を
拡
大
す
る
た
め
、
バ
ス

通
学
費
の
全
額
補
助
な
ど

い
く
つ
か
の
支
援
の
結
果

一
時
的
に
入
学
者
が
増
加

し
た
。
一
方
で
地
元
中
学

生
の
入
学
す
る
割
合
が
減

少
し
始
め
て
い
る
。
今
後

の
支
援
は
①
地
域
連
携
特

例
校
と
し
て
、
存
続
可
能

な
20
人
以
上
の
入
学
者
数

を
目
指
す
②
町
外
か
ら
の

入
学
促
進
か
ら
、
地
元
の

入
学
者
増
加
支
援
へ
の
転

換
③
中
学
生
か
ら
選
ば
れ

る
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

を
方
針
と
す
る
。
生
徒
の

目
線
に
よ
る
支
援
へ
と
見

直
す
こ
と
を
念
頭
に
、
標

津
高
校
の
生
徒
会
役
員
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
生

徒
の
要
望
を
支
援
追
加
拡

充
策
に
反
映
さ
せ
た
。

　
標
津
高
校
存
続
の
重
要

性
を
踏
ま
え
た
上
で
引
き

続
き
、
子
供
達
の
夢
が
叶

え
ら
れ
る
魅
力
あ
る
高
校

づ
く
り
の
た
め
、
推
進
し

て
行
く
。

※小規模校〔１学年１学級（20人以上）〕の規定を前提にして… 標津高校の授業風景
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問　
７
月
19
日
、
総
務
経

済
常
任
委
員
と
文
教
福
祉

建
設
常
任
委
員
会
が
合
同

で
、
国
道
３
３
５
号
線
の

切
り
替
え
工
事
に
伴
う
住

宅
・
倉
庫
等
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
を
、
町
道
と
認
定

し
た
件
の
現
地
視
察
を
挙

行
し
た
。
詳
細
は
９
頁
参
照

　
国
道
が
内
陸
側
に
移
動

し
た
事
で
路
線
の
安
全
は

確
保
さ
れ
た
が
、
移
動
の

原
因
で
あ
る
、
海
岸
浸
食

は
、
今
も
続
い
て
い
る
。

し
か
も
移
動
し
た
事
に
よ

答　
本
町
の
境
界
の
両
端

は
野
付
半
島
か
ら
崎
無
異

ま
で
の
地
先
約
40
㎞
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
て

い
て
、
長
年
の
自
然
の
力

に
よ
り
海
岸
浸
食
が
至
る

所
で
進
ん
で
い
る
。

　
今
年
７
月
、
両
常
任
委

員
会
が
現
地
視
察
を
し
た

崎
無
異
地
区
の
国
道
切
り

替
え
工
事
は
、
海
岸
浸
食

を
起
因
と
し
た
内
陸
部
へ

の
切
り
替
え
工
事
で
あ
る
。

　
野
付
半
島
は
標
津
川
な

ど
の
河
川
か
ら
長
時
間
か

け
て
流
れ
出
た
、
砂さ

礫れ
き

の
堆
積
に
よ
り
形
成
さ

れ
、
生
活
の
場
と
な
り
、

ト
ド
ワ
ラ
・
ナ
ラ
ワ
ラ
な

ど
の
景
観
は
、
ラ
ム
サ
ー

～
国
道
３
３
５
号
線
の
切
り
替
え
工
事
を
視
察
し
て
～

海
岸
浸
食
の
現
状
と今

後
の
方
策
を
問
う
！

ル
条
約
登
録
地
と
し
て
野

鳥
の
聖
地
で
あ
り
、
今
般

は
、
国
定
公
園
の
候
補
地

に
選
ば
れ
た
貴
重
な
所
だ

が
、
海
岸
浸
食
に
よ
り
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
海
岸
は
波
浪
を
減
衰
さ

せ
波
の
侵
入
を
防
ぎ
、
集

落
や
生
活
域
を
守
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

事
か
ら
浸
食
防
止
対
策
が

重
要
で
急
務
で
あ
る
。

　
浸
食
の
主
な
原
因
は
、

①
気
象
変
動

②
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
沈
下

③
海
面
上
昇

そ
の
他
、
海
流
の
変
化
、

漂
砂
の
減
少
な
ど
が
推
察

さ
れ
て
い
る
。

　
北
海
道
で
は
総
合
的
に

海
岸
保
全
を
推
進
す
る
為
、

平
成
15
年
に
海
岸
保
全
基

本
計
画
を
策
定
し
離
岸
堤

や
突
堤
の
施
設
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
、
海
岸
の

管
理
者
で
あ
る
北
海
道
に

対
し
て
早
急
な
対
策
を
積

極
的
に
要
請
し
て
い
る
。

山﨑　陸郎 議員

り
、
国
道
か
ら
海
岸
線
が

見
え
な
く
な
り
、
浸
食
に

気
付
き
に
く
く
な
っ
て
い

る
。

　

薫
別
・
浜
古
多
糠
・
忠

類
・
伊
茶
仁
各
地
区
は
総

じ
て
、
国
道
が
内
陸
側
に

移
動
し
た
が
、
ど
の
海
岸

も
浸
食
が
進
ん
で
い
る
。

　
海
岸
の
管
理
者
は
、
道

で
あ
る
が
、
町
と
し
て
、

現
状
を
把
握
し
、
措
置
を

訴
え
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
、
標
津
市
街
か
ら

茶
志
骨
・
野
付
半
島
方
面

の
海
岸
は
、
標
津
漁
港
や

海
の
公
園
で
守
ら
れ
て
い

る
が
、
昭
和
時
代
は
堤

防
か
ら
海
ま
で
１
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
の
〝
浜
〟

が
あ
り
、
野
球
や
海
水

浴
、
キ
ャ
ン
プ
等
の
遊
び

や
、
輓ば
ん
馬ば

競
技
会
等
、
広

場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
今
で
は
防
波
堤
に
直

接
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
る
。

　
野
付
半
島
は
本
年
、
国

定
公
園
の
候
補
地
に
選
ば

れ
た
、
日
本
最
大
の
砂さ

嘴し

で
あ
る
。
こ
の
半
島
の
基

部
は
標
津
町
だ
が
、
こ
こ

も
浸
食
は
進
み
、
堤
防
や

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
、
土ど

嚢の
う
に

守
ら
れ
て
い
る
。

　
近
年
は
異
常
気
象
に
よ

り
、
時し

化け

が
年
毎
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

の
道
路
は
秋
サ
ケ
定
置
漁

の
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
。
時
化
に
よ
る
交
通
規

制
な
ど
無
い
様
、
十
分
に

留
意
し
て
頂
き
た
い
。

　
標
津
町
の
海
岸
浸
食
の

抜
本
的
な
原
因
究
明
が
必

須
で
あ
る
。
町
と
し
て
の

今
後
の
方
策
を
問
う
。

浸食が著しい海岸線
（忠類～浜古多糠）
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異
１
号
・
２
号
と
認
定
さ

れ
た
。
今
回
、
そ
の
現
地

を
視
察
し
た
。
現
地
で
、

北
海
道
開
発
局
釧
路
開
発

建
設
部
小
城
道
路
施
行
保

全
官
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
海
岸
浸
食
に
よ
り
、
山

側
に
移
さ
れ
た
国
道
３
３

５
号
線
の
切
り
替
え
工
事

に
伴
い
、
国
道
に
隣
接
し

た
住
宅
や
倉
庫
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
が
、
町
道
崎
無

総
務

経
済
７
月
19
日　
　
　
　
　

総
務
経
済・文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

　

 

合
同
町
内
行
政
視
察

町内行政視察研修等
常任委員会の動き常任委員会の動き

総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の委員会活動の報告をします

町
道【
崎
無
異
１
号・２
号
】及
び

乳
薫
橋
の
現
地
施
設

　
道
道
薫
別
川
北
線
に
架

か
る
「
乳
薫
橋
」
を
含
む

路
線
に
つ
い
て
、
役
場
建

設
水
道
課
立
島
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

　
こ
の
整
備
事
業
の
事
業

主
体
は
釧
路
建
設
管
理
部

で
あ
り
、
国
道
３
３
５
号

の
薫
別
地
区
を
起
点
と
し

乳
薫
橋
か
ら
古
多
糠
地
区

を
経
て
、
川
北
地
区
の
国

道
２
４
４
号
を
終
点
と
す

る
総
延
長
12
・
９
㎞
の
道

路
で
あ
る
。

　
崎
無
異
・
薫
別
地
区
か

ら
斜
里
・
網
走
方
面
へ
の

重
要
な
交
通
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
り
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
業
の
生

産
活
動
道
路
と
し
て
地
域

と
し
て
重
要
か
つ
必
要
性

が
高
い
路
線
で
あ
る
。

【町道〔崎無異１号・２号〕詳細図】

【道道薫別川北線道路改良工事箇所】

延長301.7ｍ

路線番号４８
【崎無異１号】

路線
番号
４９

【崎
無異
２号
】

延長
94.
7ｍ

道道
薫別
川北
線

延長12.9ｍ



しべつ議会だより　10

夢
ふ
う
せ
ん『
カ
ン
ト
』現
地
視
察

第
７
回（
８
月
26
日
）

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

　
【
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
：
夢
ふ
う
せ
ん

『
カ
ン
ト
』】
の
施
設
状
況

等
に
関
し
て
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
守
田
次
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

施
設
の
概
要

①
構
造
・
階
数

　
木
造
平
屋
建
て

②
延
床
面
積
２
５
３・18
㎡

　
（
76
・
58
坪
）

◉
居
室
：
居
住
用　
９
室

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
１
室

１
室
当
た
り
の
面
積

10
・
80
㎡
（
６・
５
畳
）

＋
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
０
・
63

㎡◉
そ
の
他
の
部
屋
等
：
食

堂
、
居
間
、
厨
房
、
世
話

人
室
、洗
面
・
脱
衣
室（
２

箇
所
）、
浴
室
（
２
箇
所
）、

前
室
（
２
箇
所
）、
ト
イ

レ
（
２
箇
所
）、
洗
濯
・

物
干
場
（
２
箇
所
）、
廊

下
（
２
箇
所
）、玄
関
（
２

箇
所
）、
玄
関
ホ
ー
ル
等

―
―
・
―
―
・
―
―
・
―
―

　
本
町
で
初
と
な
る
障
が

い
者
向
け
の
共
同
生
活
援

助
施
設
【
障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
：
夢
ふ

う
せ
ん
『
カ
ン
ト
』】
は
、

令
和
３
年
４
月
１
日
に
開

設
し
た
。
町
内
の
障
が
い

者
を
家
族
に
持
つ
町
民
か

ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、

旧
双
葉
保
育
園
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
。

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
障
害
の
あ
る
方
が
地
域

住
民
と
の
交
流
が
確
保
さ

れ
る
地
域
の
中
で
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
下
、
生
活
上

必
要
な
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
少
人
数
で
共
同
生
活

を
営
む
住
ま
い
の
場
で
す
。

具
体
的
な
利
用
者

①�

一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

が
単
身
で
の
生
活
に
不

安
が
あ
る
方

②�

一
定
の
介
護
が
必
要
で

あ
る
が
施
設
で
は
な
く

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中

で
暮
ら
し
た
い
方
な
ど

具
体
的
な
支
援
内
容

①�

共
同
生
活
を
営
む
べ
き

住
居
に
お
け
る
相
談
、

入
浴
、
清
掃
、
排
せ
つ

又
は
食
事
の
介
助
等
の

日
常
生
活
上
の
支
援
の

提
供

②�

利
用
者
の
就
労
先
又
は

日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
等

の
連
絡
調
整
や
余
暇
活

動
等
の
社
会
生
活
上
の

援
助
を
実
施

施
設
の
種
別

●�

共
同
生
活
を
営
む
住
居

で
、
相
談
や
日
常
生
活

の
援
助
を
行
い
、
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
の
介
護

等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
う
当
施
設（
事
業
所
）

の
様
な
形
態
は
「
介
護

サ
ー
ビ
ス
包
括
型
」
と

呼
ば
れ
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
中
で
、
最
も

事
業
者
数
が
多
い
タ
イ

プ
で
あ
る
。

夢ふうせん『カント』の外観

守田次長より説明を受ける

施設の説明を受ける委員会メンバー

居室の全景

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

文
教

福
祉

建
設

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

夢
ふ
う
せ
ん
『
カ
ン
ト
』
の

『
カ
ン
ト
』
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
空
」
を
意
味
し
ま
す
。
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研修会報告
全国町村議会議長会主催
令和４年度 議会広報研修会

９月20日 於：シェーンバッハ・サボー
〔東京都千代田区平河町2-7-4（砂防会館別館）〕

〜 持続可能な“伝わる”議会広報紙への『改革と挑戦』 〜

全
国
議
会
広
報
研
修
会
に

４
名
参
加

「
そ
ろ
そ
ろ
化
け
ま
せ
ん
か
―
」

～
絶
滅
危
惧
か
ら持

続
可
能
な
議
会
広
報
へ
～

こ
れ
か
ら
の
議
会
広
報
を
考
え
る

～
住
民
に
“
伝
わ
る
”
情
報
発
信
と

広
報
紙
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
～

優
秀
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

３
つ
の
議
会
広
報
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

　
令
和
４
年
度
の
全
国
議

会
広
報
研
修
会
が
、
９
月

20
日
、
東
京
都
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
大
垣
委
員
長
、

委
員
３
名
、
計
４
名
が
参

加
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
、
東
地
区
【
北
海
道
～

東
海
】、
西
地
区
【
北
信

越
～
九
州
】
の
２
地
区
に

分
け
、
９
月
20
日
、
21
日

の
両
日
に
渡
り
開
催
さ
れ

た
。

　
３
講
師
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
、

伝
わ
る
広
報
紙
の
作
成
ポ

イ
ン
ト
、
優
秀
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
各
分
野
を

通
し
て
、
議
会
広
報
の
在

り
方
が
論
ぜ
ら
れ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
熊
本
日
日
新
聞
を
経
て

議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
。
町
村
議
会
広
報
に

は
20
年
以
上
前
か
ら
携
わ

り
、
こ
れ
ま
で
各
地
の

研
修
会
（
府
県
・
市
町
村

単
位
）
に
参
加
。
併
せ

て
、
新
聞
を
大
学
・
専
門

学
校
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
生
涯

学
習
な
ど
に
生
か
す
Ｎ
Ｉ

Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

（
講　
師
）

議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

熊
本
大
学
客
員
教
授

・
越こ

え

地じ

真し
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏

Ｎ
Ｉ
Ｅ
…
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ

ｅ
ｒ　

Ｉ
ｎ　

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
略

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を

主
軸
と
し
、
非
営
利
組
織

の
デ
ザ
イ
ン
や
広
報
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
、
広
報
研
修

を
多
数
実
施
。
平
成
28
年

度
よ
り
東
京
都
杉
並
区
広

報
専
門
監
。
区
全
体
の
広

報
の
助
言
、
各
広
報
媒
体

の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
広
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
。

元
尚
絅
大
学
客
員
教
授

元
日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
理
事

令
和
３
年
度
東
京
都
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受

賞　
　
　
著
書
…
「
公
務

員
の
た
め
の
伝
わ
る
情
報

発
信
術
」（
学
陽
書
房
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
28
年
生
ま
れ
。
取

材
記
者
、
書
籍
編
集
を
経

て
現
職
。
上
場
企
業
の
広

報
媒
体
の
制
作
に
携
わ
る

一
方
、
行
政
・
議
会
を
中

心
と
す
る
広
報
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
を
勤
め
る
。
専
門

分
野
は
自
治
体
広
報
。
議

員
研
修
誌
…
『
地
方
議
会

人
』（
中
央
文
化
社
）
に

「
市
町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
隔
月
連
載
中
。

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

会場内での４委員

ファシリテーター【facilitator】：（会などの）進行係、まとめ役。司会者。

エディター【editor】：（新聞、雑誌、書籍の）編集者、記者。編集人。

（
講　
師
）

東
京
都
杉
並
区
広
報
専
門
監

・
谷た

に　
　

浩ひ
ろ 

明あ
き

氏

（
講　
師
）

エ
デ
ィ
タ
ー

・
吉よ

し 

村む
ら　
　

潔き
よ
し

氏

テーマ

テーマ

テーマ
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・
九
月
十
八
日
、
青
空
の

下
、
第
五
十
回
記
念
オ

ホ
ー
ツ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
、
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。

・
こ
の
大
会
に
は
、
公
務

員
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
名
を

馳
せ
た
「
川
内
優
輝
」
選

手
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

・
ス
タ
ー
ト
か
ら
飛
び
出

し
た
ス
ピ
ー
ド
は
目
を
見

張
る
も
の
で
し
た
。

・〝
好
き
こ
そ
物
の
上
手

な
れ
〟
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。
苦
し
い
マ

ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
を
常
識
破

り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
乗

り
切
る
強
靱
な
身
体
は
、

好
き
だ
か
ら
で
き
る
事
な

の
で
し
ょ
う
。

　
益
々
の
健
闘
を
祈
り
ま

す
。

（
山
㟢　
陸
郎
）

　
日
日
是
好
日
（
に
ち
に
ち
こ

れ
こ
う
じ
つ
）
と
い
う
禅
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
毎
日
が
平
穏
で
無
事
の
日

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
当
然
の
よ
う

に
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
が
続

く
と
い
う
事
は
な
く
、
悲
し
い

日
や
辛
い
日
も
当
然
の
よ
う
に

や
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
最
悪
な
日

で
あ
れ
、
そ
の
日
は
も
う
二
度

と
来
な
い
か
け
が
え
の
な
い
日

で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

の
一
日
を
全
身
全
霊
で
生
き
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
日
が
次

の
一
日
の
糧
と
な
り
自
分
自
身

の
良
い
経
験
と
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
、
僧
侶
に
な
る
為
に
釧

路
市
の
定
光
寺
で
、
二
年
間
修

趺ふ

坐ざ

」
片
足
だ
け
組
む
「
半は
ん
跏か

趺ふ

坐ざ

」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

坐
禅
中
の
心
得
に
、
調
身
、
調

息
、
調
心
が
あ
り
、
身
体
と
呼

吸
と
心
を
整
え
て
坐
禅
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
正
座
も
苦
手
で
あ
り
、

お
経
も
全
く
覚
え
て
な
く
、
修

行
僧
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と

思
い
一
日
一
日
を
、
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
様
、
足
を

引
っ
張
ら
な
い
様
、
努
力
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

だ
ん
だ
ん
と
周
り
の
修
行
僧
が

協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
夜
遅
く
ま
で
私
の
進
退
や

作
法
を
指
導
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
出
来
な
い
こ
と
を
そ

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
修
行
生
活
」
私
の
心
の
中

は
不
安
で
一
杯
で
し
た
。
頭
を

剃
り
、
着
な
れ
な
い
大
衣
を
着

て
、
お
袈
裟
の
付
け
方
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。坐
禅
か
ら
始
ま
り
、

朝
の
勤
め
、
朝
食
等
そ
れ
ぞ
れ

に
作
法
や
進
退
が
あ
り
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
三
十
四
歳
で
仏
門
に

入
り
、
修
行
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
が
、
周
り
は
年
下

の
先
輩
僧
侶
が
多
く
、
修
行
に

行
く
前
に
師
匠
か
ら
、 

一
日
で

も
早
く
修
行
道
場
に
入
っ
た
者

が
先
輩
だ
と
教
わ
っ
て
い
た
の

で
、
若
い
人
た
ち
と
上
手
く

や
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
、
案
の
定
、
最
初
は

坐
禅
も
組
め
ま
せ
ん
。坐
禅
は
、

し
つ
か
り
両
足
を
組
む
「
結け
つ
跏か

の
ま
ま
に
し
、
怠
け
て
い
た
の

で
は
誰
も
協
力
し
て
く
れ
な

い
、
私
自
身
が
一
生
懸
命
だ
か

ら
こ
そ
、
周
り
が
協
力
し
て
く

れ
る
と
い
う
事
が
、
三
十
歳
を

過
ぎ
て
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　
好
日
は
、
待
つ
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
生
き
方
に
日
々
、

好
日
を
見
出
し
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
「
日
日
是
好
日
」

　
私
は
、
こ
の
ポ
ジ
ィ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
が
好
き
だ
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

ど
ん
な
最
悪
な
日
で
あ
れ
、
そ

の
日
は
も
う
二
度
と
来
な
い
か

け
が
え
の
な
い
日
で
あ
る
と
考

え
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
日
を
全

身
全
霊
で
生
き
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
そ
の
一
日
が
次
の
一
日

の
糧
と
な
り
自
分
自
身
の
良
い

経
験
と
な
る
こ
と
を
僧
侶
と
な

り
学
び
ま
し
た
。

　
標
津
町
の
皆
様
に
日
日
、
好

日
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
、
末
筆

な
が
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

寄稿

日
日
是
好
日

日
日
是
好
日

　
　
　
　
標
津
山 

龍
雲
寺

　
住
　
職
　
工く

　
藤ど

う

　
俊

し
ゅ
う

　
哉さ

い


